
－ 1 － 

 
   2022年 10月７日 

 各 位    

  会社名 株式会社はてな 

  代表者名 代表取締役社長 栗栖 義臣 

   （コード：3930、東証グロース） 

  問合せ先 コーポレート本部長  田中 慎樹 

  

 
 

（TEL．03－6434－1286） 

 

 

（再訂正）「2022年７月期 通期決算説明会資料」の一部訂正について 
 

 

 2022年９月 13日に開示し、2022年９月 15日に訂正いたしました「2022年７月期 通期決算説明

会資料」に一部訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．訂正の理由 

本日公表の「（訂正・数値データ訂正）「2022 年７月期 決算短信〔日本基準〕」の一部訂正につい

て」でお知らせしたとおり、当社は、2022 年７月期第１四半期会計期間の期首から「収益認識に関

する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日）等を適用しておりますが、「2022年 7月

期 決算短信〔日本基準〕（非連結）」の開示後に、会計監査人から履行義務の充足の時点（収益の認

識の時点）について指摘があり、当社としても記載内容の一部を訂正すべきであると判断いたしまし

た。これを受け、「2022 年７月期 通期決算説明会資料」についても当該数値に関連する箇所を訂正

いたします。 

 

２．訂正の内容 

コンテンツプラットフォームサービスの一部の課金メニュー（「はてなブログ Pro」1 年コース等）

について、従来は、利用料の入金時点で、課金メニューの利用が可能となり、その全額を一時点で収

益認識しておりましたが、指摘を受けて、有効利用期間にわたり充足される履行義務に該当する取引

として、収益を認識することといたしました。 

 

この変更に伴い、前事業年度までに売上計上した利用料のうち、収益認識に関する会計基準を適用

した結果、当事業年度に売上計上すべき利用料について、当事業年度の期首に契約負債として計上し

たうえで、当事業年度に有効利用期間にわたり売上計上いたします。 

 

また、当事業年度の期首以降に売上計上した利用料のうち、収益認識に関する会計基準を適用した

結果、翌事業年度以降に売上計上すべき利用料について、当事業年度末に契約負債として計上したう

えで、翌事業年度以降に有効利用期間にわたり売上計上いたします。 

 

詳細は別紙をご参照下さい。なお、訂正箇所には赤い囲みを付して表示しております。また、当社

ウェブサイトに掲載の「2022 年７月期 通期決算説明資料」には、訂正後の内容を反映しております。 

 

 

 

以上 
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別紙 

（訂正前）８ページ 

 
（訂正後） 
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（訂正後） 
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